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令
和
元
（
２
０
１
９
）
年
10
月
13
日
、
台
風
に

よ
る
増
水
で
別べ

っ

所し
ょ

線
の
千ち

曲く
ま

川が
わ

橋き
ょ
う

梁り
ょ
う

の
一
部
が

崩
落
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
別
所
線
は
上
田
～
城し

ろ

下し
た

間
が
不
通
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

別
所
線
が
ど
う
な
る
の
か
と
不
安
に
思
っ
て
い

た
私
は
、
橋
梁
が
復
旧
し
令
和
３
（
２
０
２
１
）

年
３
月
28
日
に
運
転
再
開
し
た
と
の
報
道
を
聞
き

安
堵
し
た
の
を
覚
え
て
い
る
。
橋
梁
を
渡
る
別
所

線
の
車
両
を
実
際
に
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
の

は
、
復
旧
か
ら
１
年
以
上
後
の
こ
と
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
の
だ
が
。
今
回
の
取
材
は
、
さ
ら
に
そ
れ

以
来
の
別
所
線
の
旅
と
な
っ
た
。

上
田
電
鉄
の
起
源
は
、
大
正
９
（
１
９
２
０
）

年
１
月
に
上
田
温
泉
軌
道
株
式
会
社
が
設
立
さ
れ

た
こ
と
に
さ
か
の
ぼ
る
。
商
号
か
ら
明
ら
か
な
よ

う
に
、
別
所
温
泉
や
田
沢
温
泉
・
沓く

つ

掛か
け

温
泉
な
ど

へ
の
入
湯
客
の
輸
送
を
主
な
目
的
と
し
て
い
た
。

11
月
に
社
号
を
上
田
温
泉
電
軌
株
式
会
社
に
変

更
、
翌
年
６
月
に
川か

わ

西に
し

線
の
上
田
原
駅
～
信
濃
別

所
駅
（
現
・
別
所
温
泉
駅
）、
青
木
線
の
三み

好よ
し

町ち
ょ
う

駅
（
現
・
城
下
駅
）
～
青
木
駅
で
開
業
し
た
。
こ

の
川
西
線
が
の
ち
の
別
所
線
で
あ
る
。

昭
和
18
（
１
９
４
３
）
年
に
は
丸
子
鉄
道
株
式

会
社
と
合
併
し
、
社
号
を
上
田
丸
子
電
鉄
株
式
会

社
と
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
４
路
線
を
も
つ
鉄
道
会

社
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
か
ら

路
線
は
減
少
し
、
昭
和
47
年
に
は
別
所
線
の
み
と

な
っ
た
。
平
成
17
（
２
０
０
５
）
年
に
は
上
田
交

通
株
式
会
社
（
昭
和
44
年
に
上
田
丸
子
電
鉄
株
式

温
泉
と
レ
イ
ラ
イ
ン
と

名
作
の
ロ
ケ
地
と

千曲川橋梁をゆく上田電鉄別所線。橋の下を流れるのは千曲川。
鉄橋を渡ると信州の鎌倉と呼ばれる塩田平が広がる。

民
営
鉄
道
の

起
源
を
訪
ね
て

鉄
路
は
何
を
目
指
し
た
か

連
載
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しぶやのぶひろ
1960年、東京生まれ。早稲田大学第一文学部卒。日本宗教史研究家。『参拝したくなる！日本の神様と神社の教科書』（ナツメ社）、『聖地鉄道
めぐり』『全国 名所図会めぐり』（以上Ｇ．Ｂ．）、『猫の日本史』（出版芸術社）、『トホホな日本史人物伝』（時事通信社）ほか著書多数。

上田城は戦国の名将・真田昌幸が天
正 11（1583）年に築城した平城。写
真は西櫓を背に立つ真田幸村（信
繁）の像。

天平時代もしくは平安時代に創
建され鎌倉時代に禅宗に転じた
安楽寺は、信州最古の禅寺とい
われる。三重塔は現存唯一の八
角塔で国宝に指定されている。

昭和41（1966）年に開学した
公立大学。当初は本州大学と
いった。最寄り駅が大学前駅
で、別所線は通学路線として
学生たちに利用されている。

生きとし生けるものに生命力を与える生島大神と、生きとし生け
るものを満足させる足島大神を祀る。大地そのものを御神体とす
る。

北向観音は平安初期に慈覚大師
円仁によって創建されたと伝わ
る。堂が北向きに建てられてい
ることからこの名がある。

別所線の終点。大正 10
（1921）年の開業当初は信
濃別所駅といった。現在
の駅舎は昭和 25（1950）
年に建てられたもの。

景行天皇の皇子で英雄神の日本武尊が東征の折に発
見したと伝えられ、『枕草子』に「湯は七

なな

久
く

里
り

の湯」
とあるのも別所温泉のことという。

会
社
よ
り
改
称
）よ
り
鉄
道
部
門
が
分
社
化
さ
れ
、

上
田
電
鉄
株
式
会
社
と
な
っ
た
。

別
所
線
の
沿
線
は
、
日
本
宗
教
史
の
観
点
か
ら

も
興
味
深
い
場
所
だ
。
下し

も

之の

郷ご
う

駅
近
く
に
鎮
座
す

る
古
社
・
生い

く

島し
ま

足た
る

島し
ま

神
社
が
日
本
全
土
の
御み

霊た
ま

を

祀
っ
て
い
る
と
さ
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
地
は
か
つ

て
、
日
本
の
霊
的
な
中
心
地
と
さ
れ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
か
ら
だ
。
別
所
温
泉
の
北き

た

向む
き

観か
ん

音の
ん

堂ど
う

と

生
島
足
島
神
社
、
そ
れ
に
上
田
市
国
分
に
あ
る
信

濃
国
分
寺
が
夏げ

至し

の
朝
日
が
差
す
方
角
（
レ
イ
ラ

イ
ン
）
に
沿
っ
て
並
ん
で
い
る
と
い
う
の
は
、
偶

然
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

も
ち
ろ
ん
、
そ
う
し
た
小
難
し
い
こ
と
を
考
え

な
く
て
も
別
所
線
の
旅
は
楽
し
め
る
。
信
州
最
古

と
い
わ
れ
る
別
所
温
泉
は
上
田
藩
藩
主
の
入
湯
施

設
も
あ
っ
た
名
湯
で
あ
る
し
、
現
存
唯
一
の
八
角

塔
で
あ
る
安
楽
寺
の
八
角
三
重
塔
や
、
見
上
げ
る

ほ
ど
の
高
さ
の
懸か

け

造づ
く
り

建
築
の
北
向
観
音
堂
・
温
泉

薬や
く

師し

瑠る

璃り

殿で
ん

は
一
目
で
建
築
と
し
て
の
す
ご
さ
が

わ
か
る
。
池
中
の
島
に
本
殿
が
建
つ
生
島
足
島
神

社
の
境
内
は
季
節
を
問
わ
ず
美
し
い
し
、
戦
国
時

代
に
興
味
が
あ
る
方
な
ら
上
田
城
跡
は
必
見
だ
。

ち
な
み
に
、
本
丸
跡
に
鎮
座
す
る
眞さ

な

田だ

神じ
ん

社じ
ゃ

は
、

上
田
城
が
落
城
し
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
「
落
ち
な

い
神
社
」
と
し
て
受
験
生
に
人
気
が
あ
る
。

駅
舎
や
沿
線
の
レ
ト
ロ
な
雰
囲
気
も
見
逃
せ
な

い
。
別
所
線
は
さ
ま
ざ
ま
な
映
画
や
ア
ニ
メ
の
舞

台
に
な
っ
て
い
る
が
、
と
く
に
別
所
温
泉
駅
の
駅

舎
は
、
古
い
映
画
の
世
界
に
紛
れ
込
ん
だ
気
分
に

な
れ
る
。
淡
い
ブ
ル
ー
に
塗
ら
れ
た
ベ
ン
チ
に
腰

掛
け
て
、
し
ば
し
空
想
の
世
界
の
主
人
公
気
分
に

浸
っ
た
。

上田電鉄株式会社
Uedadentetsu Co.,Ltd

設立　�2005 年（平成17年）10月3日
本社所在地　長野県上田市下之郷 498
別所線　上田駅～別所温泉駅（11.6km）
https://www.uedadentetsu.com/

別所線 路線図
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